
様式５（研究評価用） 

 

 

平成２０年度三重大学ＣＯＥプロジェクト研究評価結果通知書 

 

 

 

区   分 

 

 

■ 世界に誇れる世界トップレベルの研究拠点 

 

□ 学部として育てたい国内トップレベルの研究 

 

 

研 究 題 目  

 

 

炎症性血管病変による臓器障害機構の解明とその修復再生治療法の開発 
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医学系研究科 鈴木 宏治 教授 
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○代表者が、国際賞を受賞し、また論文実績等も毎年増加するなど、個々の

研究についても着実な成果を上げている。 

 

○世界最初の新ＤＩＣ治療薬として遺伝子組み換えＴＭを開発するなど、新

たな学術的知見も見られる、これらの研究成果は、構成員に有機的連携によ

るとともに、若手人材の育成にも寄与している。さらに、今後の展望も深化

しており、ベルツ賞を受賞など、内外へのインパクトは大きい。 

  

○大変重要性・発展性のある研究プロジェクトであり、研究実績も多く、当

初予定の成果は得られている。今後本研究の成果を生かし、世界トップレベ

ルの拠点形成やグローバルＣＯＥなどへの発展が望まれる。  

 


